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記録に挑戦！目標56回
　5月28日（日）大勢の父兄・地区の皆さんが参

加して「倉俣小学校はつらつ運動会」が行な

われ、趣向をこらした競技に熱戦を繰り広げ

ました。

　大縄跳びでは、過去の最高記録56回更新を

目指して挑みましたが残念ながら記録更新は

なりませんでした。

●

…②～③

●話題出来事なかさとウォッチング………④～◎

●里創プラン通信………一……・・……・…………・⑦

●農村地域生活アドバイザ・一だより………………⑧

●お知らせ……………・…・……・………・…・…・⑩～⑪

●カレンダー………●……。●………●…●’●’…●●●⑫



　　　越後妻有の6市町村（十日町市、川西町、中里村、

　　津南町、松代町、松之山町）を会場に、7月20目（海
　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　　　　ヤ　　の目）からr大地の芸術祭・アートトリエンナーレ

　　2000」が開催されます。ボランティアスタッフの協

　　に姿を現し、開催日に向け着々と準備が進められて

　　います。

　　　期間中、各地区で様々なイベントも行なわれます。

　　多くの皆さんの参加により、この芸術祭を素晴らし

　　いものにしましょう。

9

“
菰
縣
．
構
囑
一
繋
饗
麟
騨
鵡
謹
㎜
・
購
調
雄
騒

　
ユ
ー
モ
ー
ル
内
の
旧
そ
ば
処
「
米

本
」
さ
ん
の
お
店
を
借
り
て
、
5
月

23

日
㈹
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

朝
8
時
半
か
ら
夕
方
5
時
ま
で
中
里

村
観
光
協
会
の
職
員
が
常
駐
し
、
夜

も
会
議
や
芸
術
家
の
歓
迎
パ
ー
テ
イ

な
ど
に
使
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
正
式
名
称
「
な
か
さ
と
ア
ー
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
会
」
と
い
い
ま
す

が
、
長
い
の
で
「
ア
ー
ト
レ
の
会
」

と
略
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
中
里

村
、
商
工
会
、
観
光
協
会
の
三
者
が

責
任
団
体
と
な
り
世
話
人
会
を
構
成

し
、
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
取
り
組
み

を
「
広
域
連
携
」
の
流
れ
だ
け
で
な

く
、
中
里
村
民
と
し
て
自
主
的
に
取

り
組
も
う
と
組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。

中
里
村
に
お
け
る
「
大
地
の
芸
術
祭
」

な
が
慮
と
　
　
　
　
溜
躍

？
≧
ゼ
ン
言
・
会
欝

＞
5
月
2
3
日
開
設
し
ま
し
た

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
イ
ベ
ン
ト
や
商

品
開
発
、
情
報
発
信
、
芸
術
作
品
案

内
、
観
光
案
内
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

◆
ア
ー
ト
レ
の
会
事
務
所

B
6
1
1
3
3
1
0
（
F
A
X
兼
用
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
⇒
鋤
－
巽
言
◎
名
○
昌
α
Φ
唇
O
o
p
昌
ε
℃

鐙
継
間
無
輝
灘

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
撫
・

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
フ
ェ
バ
ー

　
「
ア
ー
ト
レ
の
会
」
事
務
所
の
奥

に
2
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
置
い
て
、
一

人
3
0
分
単
位
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

体
験
で
き
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
多
く
の
人
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
地
の
芸
術
祭
」
開
催
期
間
中

（
7
月
2
0
日
～
9
月
1
0
日
）
、
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）
カ
フ
ェ
バ
ー
と
銘
打
っ
て
い

　
ま
す
が
湯
茶
は
出
ま
せ
ん
。

芸
術
祭
の
情
報
馨
薩
報

無
線
で
お
知
ら
せ

　
す
で
に
芸
術
家
が
来
村
し
、
地
元

の
人
と
懇
談
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
多
く
の
方
か
ら
芸
術

家
と
会
っ
て
い
た
だ
き
、
お
手
伝
い
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碁
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花のオブジ串を作りませんか

　「大地の芸術祭韮の期間中、中里村を

訪れる人を花で迎えるために「花のオブ

ジェ」を国道117号と353号の交差点（和

泉屋ざん前〉に住民参加で作りたいと思

　
　
　
　
　
　
　
　
で
た
先
画

　
　
　
　
　
　
　
　
Q
た
な
せ
企

　
　
　
　
　
　
ざ
ず
な
あ
合
場

　
　
　
　
　
工
屋
ま
ど
　
。
問
役

　
　
　
訪
ジ
泉
い
　
　
す
◆

も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
皆
さ
ん

に
即
時
に
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
広

報
無
線
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。求

む
！
白
っ
ぽ
燐
衣
類

　
フ
ラ
ン
ス
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ

ル
タ
ン
ス
キ
ー
さ
ん
が
「
リ
ネ
ン
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
芋
川
集
落
で
作

品
を
展
開
し
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、

白
く
て
軽
い
衣
類
を
洗
濯
物
を
干
す

よ
う
に
ひ
も
に
吊
る
し
、
『
地
域
住
民

の
幽
霊
を
想
わ
せ
る
』
と
作
家
は
い

っ
て
い
ま
す
。

　
吊
る
す
衣
類
は
、
数
百
点
に
も
及

び
ま
す
。
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

白
っ
ぽ
い
衣
類
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
譲
っ
て
く
だ
さ
い

　
芋
川
区
長
　
鈴
木
幸
太
郎

　
　
　
レ
一
し
営
版
し
　
　
α
㈱

　
　
、
ト
ホ
ス
運
語
ち
　
　
雌
㈱

　
亀
｝
」
セ
の
英
待
　
　

a
髄

　
さ
ア
祭
ク
ジ
お
　
鷺

こ
だ
と
術
ア
憲
。
　
畿

‘
〈
う
芸
ひ
ぺ
管
い
　
　
騨
・
。

ジ
　
　
発
「
し
、
メ
加
　
　
』
㎜

噸
　
廉
籔
臆
毅
勤
診
　
羅

ぺ
　
　
世
中
作
。
一
も
　
　
W
㈱

ム
を
、
を
い
ぺ
に
。
ス
加
㈱

一
　
鮒
驚
雌
議
琵
勲

ホ
中
絵
餐
灘
彩
㎞
∞∞

　
B
6
3
1
3
9
6
0
　
ま
た
は
、

　
倉
俣
地
区
振
興
会
長
　
南
雲
英
秋

　
E
6
3
1
3
9
5
0

灘
ー
齢
礁
粥
驚
課
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
作
り
ま
す

　
現
在
、
村
内
の
団
体
・
業
者
の
方

が
T
シ
ャ
ツ
、
バ
ン
ダ
ナ
、
バ
ッ
グ
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
お
米
セ
ッ
ト
、
お

菓
子
な
ど
、
中
里
村
ら
し
い
商
品
を

開
発
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

で
き
た
商
品
は
広
域
6
市
町
村
や
東

京
等
で
販
売
し
ま
す
。
村
内
で
は
「
ア

ー
ト
レ
の
会
」
事
務
所
で
全
商
品
を

販
売
し
ま
す
。
村
の
名
産
品
に
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
。

◆
門
大
地
の
芸
術
祭
篇
等
に
関
す
る

　
問
合
せ
は

　
　
ア
ー
ト
レ
の
会
事
務
所
（
盈
6
塗
ー

3
3
i
O
）
ま
た
は
、
役
場
企
圃
観

光
課
（
職
6
3
－
3
1
1
1
）
・
裟
で

2



720（海の日）一9／繊日）

鞍
欝

羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謙
鍵
麗

　
　
　
．
懇
薫

〉
5
月
6
日
出
、
貝
野
地
区
振
興
会
の
皆

　
さ
ん
と
「
こ
へ
び
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
約

　
5
0
人
が
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
駐
車
場
脇
で

　
「
四
角
い
花
壇
」
づ
く
り
に
汗
を
流
し

　
ま
し
た
。

潔
灘
譲
灘
躍
灘

　
　
　
　
　
大
募
集
！

　
中
里
村
に
は
芸
術
家
が
1
4
～
1
6
人

来
る
予
定
で
す
。
芸
術
家
の
多
く
は
、

作
品
の
中
に
住
民
参
加
を
重
要
な
要

素
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
住

民
参
加
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
な
い
と

作
品
が
成
り
立
た
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　
自
動
車
の
運
転
、
カ
メ
ラ
等
で
記

録
を
撮
る
、
受
付
、
好
き
な
作
品
の

芸
術
家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
イ
ベ
ン

ト
ス
タ
ッ
フ
、
作
品
の
紹
介
、
簡
単

な
英
語
通
訳
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
中
学
・
高
校

・
大
学
等
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
も

大
歓
迎
で
す
。
こ
の
機
会
に
世
界
の

芸
術
家
と
時
間
を
共
に
し
、
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

　
一
度
に
こ
れ
ほ
ど
の
芸
術
家
が
中

里
村
に
来
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り

ま
せ
ん
。
芸
術
家
の
皆
さ
ん
は
一
様

に
「
中
里
村
は
美
し
い
。
」
と
感
嘆
し

て
い
ま
す
。
こ
の
美
し
さ
を
さ
ら
に

引
き
出
し
、
世
界
に
情
報
を
発
信
し
、

多
く
の
人
か
ら
来
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

嶺劇公嶺田演者・スタ粉，参加者六募黛1
　　　　　　　　　商工会蕎年部F大地の芸衛祭」協賛途画

　演劇初懸者の方、昔演劇部に入っていた方、薪舞台装置を作ってみ

たい。叢「公演の裏方をやってみたいQ」という方．どなたでも汰歓

迎です◎一緒に取り組み．演劇作りの新じい経験をじてみませんか。

◆目時6刷籏ヨ㈱・稔日網）・偲日細1・2◎日（囑

　　　　　午後7時30分～9時3⑳分

◆場　所　ユーモール2階　健康増進室

◆参加費　無料

◆用憲するもの　運動靴（中履き×軽い運動の麿ぎる格好

◆日時6月齢臼樹～9月9日㈹公演終了まで
　　　　　原則的に毎週月曜日と金曜日の午後7時霧0分（》9時30分

◆場　所　ユーモール2階　健康増進室

※稽古日以外にも参加者だけの翻主稽古を予定してい謙ず。また、

　キャスト鷹選ばれた方ぱ稽古が深夜に及ぷ可能牲もあります。

◆区時9月9日（翁
◆場　所　ユーモール2階　多園的ホール（予定）

※内容等詳細ぱ後田決定

【問合せ先】　中里村商工会（担当井上）鱈63－2868

　
　
　
南
雲
英
秋
さ
ん
（
芋
　
川
）

　
7
月
2
0
日
、
い
よ
い
よ
大
地
の
芸

術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
内
を
始

め
世
界
各
国
の
芸
術
家
、
都
会
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
多
く
の
人
た

ち
が
中
里
村
を
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ア
ー
ト
を
通
じ
て
自
ら
楽
し
み
、

妻
有
の
郷
、
中
里
村
の
自
然
の
豊
か

さ
を
P
R
し
、
更
に
活
性
化
で
き
れ

ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
桑
原
荘
司
さ
ん
（
東
田
尻
）

　
多
様
な
人
的
交
流
、
地
区
の
素
朴

な
人
間
感
情
、
温
か
い
心
の
ふ
れ
あ

い
等
を
大
切
に
し
、
「
大
地
の
芸
術
祭
」

を
通
じ
て
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
何
か
新
し
い
も
の
を
見
つ
け
出

せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元

の
祭
り
や
棚
田
で
取
れ
る
案
山
子
米
、

青
笹
を
使
っ
た
チ
マ
キ
等
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
樋
ロ
勝
也
さ
ん
（
通
り
山
）

　
大
地
の
芸
術
祭
に
関
し
て
は
村
民

賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
、
商
工
会
青

年
部
で
は
ア
ー
ト
・
芸
術
に
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
時
間
を
最
大

限
活
用
し
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
の

原
動
力
と
な
る
こ
と
を
主
眼
に
、
創

造
力
と
行
動
力
を
活
か
し
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
・
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
蕪

　
　
羽
鳥
ヨ
シ
子
さ
ん
（
新
屋
敷
）

　
冬
の
頃
か
ら
花
好
き
な
人
が
何
度

か
集
ま
り
、
ミ
オ
ン
の
花
壇
で
も
比

較
的
育
て
ら
れ
や
す
い
山
野
草
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
夏
の
暑
い
日
ざ
し
に

負
け
ず
、
無
事
育
つ
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
花
壇
を
訪
れ
た
人
が

水
を
や
っ
た
り
、
雑
草
を
取
っ
た
り

気
軽
に
楽
し
め
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
ミ
オ
ン
ヘ
の
道
路
脇
に

花
が
植
え
ら
れ
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

に
な
っ
た
ら
ス
テ
キ
な
事
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
。

平成12年6月10日広報なかさと3



灘
．
繕
．

、
雛

．
蝋
薫
響
チ
嚢
．
講

　
5
月
1
2
日
樹
、
貝
野
小
学
校
4
年

生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
貝
野
の
水
道

施
設
の
見
学
を
行
な
い
、
水
道
の
は

た
ら
き
、
使
い
道
、
仕
組
み
な
ど
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
役
場
環
境
課
職
員

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
一
生
懸
命

ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
何
気
な
く
使
っ
て
い
た
水
が

　
　
　
　
　
豫

〉
水
っ
て
大
切
な
ん
だ
ね

色
々
な
事
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

わ
ず
か
な
時
間
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し

て
い
る
だ
け
で
大
変
な
量
に
な
る
こ

と
な
ど
、
今
回
の
施
設
見
学
で
改
め

て
水
の
大
切
さ
を
知
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
水
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に

心
が
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
5
月
1
1
日
㈲
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

駐
車
場
脇
で
「
中
里
ト
イ
レ
工
事
安

全
祈
願
祭
」
が
行
な
わ
れ
、
関
係
者

に
よ
る
玉
串
奉
萸
、
鍬
入
れ
な
ど
に

よ
り
工
事
の
安
全
を
願
い
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
ミ
オ
ン
の
森
園
地

整
備
事
業
の
一
環
で
行
な
わ
れ
る
も

の
で
、
ト
イ
レ
は
身
障
者
用
1
箇
所
、

洋
式
3
個
所
、
小
便
器
（
2
器
付
）

1
箇
所
が
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

構
造
は
基
礎
部
分
を
除
き
、
ス
チ
ー

ル
パ
ネ
ル
で
壁
、
屋
根
を
構
成
、
プ

レ
ハ
ブ
的
製
作
工
法
に
よ
り
、
工
期

の
短
縮
、
低
コ
ス
ト
な
ど
を
可
能
に

し
、
河
川
側
か
ら
の
景
観
は
、
5
つ

　
常
備
灯
・
防
犯
灯
の
設
置
、
悪
質

商
法
防
止
の
立
て
看
板
立
て
な
ど
、

長
年
に
わ
た
る
地
区
の
防
犯
功
労
が

認
め
ら
れ
、
田
沢
地
区
防
犯
連
絡
協

議
会
会
長
の
杉
谷
清
六
さ
ん
（
荒
屋
）

に
十
日
町
地
区
連
合
防
犯
協
会
か
ら

防
犯
功
労
賞
が
贈
ら
れ
、
5
月
2
3
日

㈹
十
日
町
警
察
署
星
生
活
安
全
課
長

か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

杉
谷
会
長
は
「
長
年
の
活
動
が
認
め

ら
れ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
犯
罪
防
止
の
た
め
頑
張
っ

▲長年の功労が認められました

て
い
き
た
い
で
す
。
」
と
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

の
燈
篭
が
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
、

夕
暮
れ
時
に
公
園
利
用
者
を
暖
か
く

迎
え
る
よ
う
な
情
景
を
つ
く
り
出
す

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬

期
対
策
と
し
て
床
レ
ベ
ル
を
地
面
か

ら
7
5
㎝
上
げ
、
導
入
路
と
な
る
ス
ロ

ー
プ
の
駐
車
場
側
の
壁
面
を
、
ル
ー

バ
ー
（
羽
板
）
状
に
し
、
冬
囲
い
の

機
能
を
持
た
せ
冬
期
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

禦
、
濯
少
野
球

　
　
　
　
大
会
開
磯
㎜

　
5
月
1
4
日
㈲
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
「
中
里
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
第
1
5

回
春
季
野
球
大
会
兼
新
潟
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会
中
里

村
予
選
会
」
が
行
な
わ
れ
、
白
熱
し

た
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。　

試
合
の
結
果
、
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

が
全
勝
優
勝
し
、
6
月
1
0
日
㈲
、
川

西
町
を
会
場
に
行
な
わ
れ
る
新
潟
日

報
杯
中
魚
沼
地
区
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
及
び
個
人
賞
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
優
勝
　
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

◆
2
位
　
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス

諜

　
　
　
　
　
　
　
　
舞
醸
　
　
縦

》
ミ
オ
ン
脇
で
の
安
全
祈
願
祭

　
　
　
峯
2

〈
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

灘
幽

鎗

襲

湘

．
鎌 　
麟

　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
あ
　

、
雛
騒

灘
灘
、

　
　
　
．
繋

◆
3
位
　
高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

◆
最
優
秀
選
手
賞

　
服
部
遼
介
（
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
）

◆
優
秀
選
手
賞

　
樋
口
達
也
（
高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

　
村
山
陽
輔
（
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス
）
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ド
　
し
ロ
き
　
ロ
ぽ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
欄

　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
叢
ー
転

　
6
月
4
日
㈲
、
自
然
ふ
れ
あ
い
教

室
が
行
な
わ
れ
、
大
勢
の
親
子
連
れ

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
田
代
で
は
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

が
行
な
わ
れ
、
十
日
町
野
鳥
の
会
の

皆
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
か
ら
七
ツ
釜
キ
ャ

ン
プ
場
ま
で
色
々
な
野
鳥
を
観
察
し

ま
し
た
。
気
温
が
低
か
っ
た
た
め
か
、

あ
ま
り
多
く
観
察
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
野
鳥
図
鑑
を

〉
オ
オ
ル
リ
が
見
え
た
よ

手
に
双
眼
鏡
を
の
ぞ
き
込
み
、

》
エ
ビ
が
た
く
さ
ん
い
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
オ
オ

ル
リ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
を

見
つ
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
重
地
大
池

に
移
動
し
、
田
沢
小

学
校
一
年
生
の
児
童

た
ち
を
交
え
、
池
の

生
物
観
察
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
「
エ
ビ
が
い

た
。
い
っ
ぱ
い
取
れ

た
よ
。
」
と
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
、
網
を
手

に
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
、
バ

ケ
ツ
に
エ
ビ
や
タ
ニ

シ
な
ど
を
す
く
い
取

っ
て
い
ま
し
た
。

　
6
月
4
日
㈲
、
川
西
町
を
会
場
に

青
年
大
会
中
魚
沼
郡
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
野
球
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

男
女
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
が
行

な
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
上
位
大
会
進
出

を
目
指
し
て
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
は
、

6
月
2
5
日
㈲
三
島
郡
で
開
か
れ
る
中

越
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
各
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
丸
数
字
は
順
位
）

◆
野
球

　
津
南
町
　
4
1
4
　
川
西
町

　
中
里
村
　
4
1
5
　
津
南
町

　
川
西
町
　
4
1
4
　
中
里
村

①
津
南
町
②
川
西
町
③
中
里
村

叢
灘
簸　　　　　鰯　、灘灘

▲中里対津南戦

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

津
南
町
里
陥
翠
器
里
村

　
　
　
　
　
　
娼
n

　
　
　
　
　
　
n
∠
I
n
∠

　
中
里
村
6
5
　
3
3
1
3
0
　
6
3
川
西
町

　
　
　
　
　
　
B
－
田

津
南
墨
讐
磐
－
9
川
西
町

①
津
南
町
②
中
里
村
③
川
西
町

暴
－
灘
．
，

▲中里対津南戦

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

　
　
　
　
　
　
つ
り
　
　
　
　

川
西
町
・
怠
冒
｝
2
津
南
町

　
　
　
　
　
　
n
⑫

中
里
村
2
而
冒
｝
・
川
西
町

　
　
　
　
　
　
5

2
n

中
里
村
・
｛
ハ
巴
2
津
南
町

　
　
　
　
　
　
「
⊥
　
　
　
0
乙

①
津
南
町
②
中
里
村
③
川
西
町

難
獺

　
嚇

▲中里対川西戦

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
「
⊥

　
　
　
　
　
　
8
1
⑫

　
　
　
　
　
　
－
1
（
∠

　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　

　
　
　
　
　
　
“
B

　
　
　
　
　
　
「
⊥
　
　
　
り
乙

①
川
西
町
②
中
里
村
③
津
南
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
獺
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
∞
鰻
獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
．
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
灘
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
綾

津
南
町
・
蕊
冒
｝
2
中
里
村

　
津
南
町
1
　
2
1
1
1
9
　
2
川
西
町

中
里
村
・
宜
冒
｝
2
川
西
町

灘

噸蝋

平成12年6月10日

　　　▲中里対津南戦
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難
が
さ
と
ト
鎌

…
灘
ギ
大
学
開
薫

　
5
月
2
6
日
㈹
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

平
成
1
2
年
度
の
「
な
か
さ
と
ト
キ
メ

キ
大
学
」
の
開
講
式
と
第
1
回
目
の

講
義
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
講
式
で
学
長
の
山
本
村
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
な
が

ら
、
皆
さ
ん
の
希
望
に
合
っ
た
テ
ー

マ
で
こ
の
大
学
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
環
境
保
全
型
農
業
の
先
進
技
術
～

環
境
負
荷
抑
制
の
た
め
の
施
肥
技
術

（
窒
素
を
中
心
に
し
て
）
～
」
と
題

し
、
元
北
陸
農
業
試
験
場
企
画
連
絡

室
主
任
研
究
官
で
農
学
博
士
の
伊
藤

．
麟
分
爽
快
1

　
　
　
　
激
流
下
醜

　
5
月
1
3
田
・
1
4
日
側
の
両
日
、
「
第

5
回
清
津
峡
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
」
が
塩
沢
町
の
魚
野
川
で
行
な

わ
れ
、
山
形
、
大
阪
、
長
岡
な
ど
か

ら
1
9
チ
ー
ム
（
2
人
乗
り
の
部
9
チ

ー
ム
、
4
人
乗
り
の
部
1
0
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
清
津
川
の
増
水
に
よ
り
魚
野
川
に

変
更
と
な
っ
た
大
会
で
し
た
が
、
魚

野
川
も
意
外
と
水
か
さ
が
多
く
、
参

加
者
は
激
し
い
波
に
ボ
ー
ト
か
ら
振

〈
伊
藤
滋
吉
さ
ん
の
講
義

回
厄
　
　
　
～
逸
p
♪

．
夢

－
》
マ

メ
　
亀

滋
吉
さ
ん
の
講
義
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。　

村
で
は
今
回
の
講
義
を
機
に
、
有

機
・
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
つ
い
て

の
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
こ
の
農
法

を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

▲激流にチャレンジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌶

り
落
と
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
必

死
に
オ
ー
ル
を
こ
い
で
、
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
、
こ
ん

な
季
節
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
と

い
う
こ
と
で
、
ム
フ
回

は
「
青
梅
の
は
ち
み

つ
煮
」
の
作
り
方
を

紹
介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

①
青
梅
を
洗
っ
て
水
気
を
ふ
き
取
り
￥
軸
を
竹
串
な

　
ど
で
取
る
。

②
青
梅
を
鍋
に
入
れ
、
ひ
た
ひ
た
の
水
を
加
え
て
中

　
火
に
か
け
、
水
が
沸
騰
し
て
か
ら
3
5
4
分
煮
立

　
た
せ
な
い
よ
う
に
静
か
に
煮
る
。

③
梅
が
煮
え
た
ら
、
鍋
ご
と
蛇
□
の
下
に
持
っ
て
行

　
き
、
静
か
に
水
を
か
け
な
が
ら
流
水
に
30
分
位
さ

　
ら
す
。

④
／
個
ず
つ
梅
を
す
く
い
取
り
鍋
に
移
し
、
は
ち
み

　
つ
を
加
え
時
々
鍋
を
回
し
て
．
は
ち
み
つ
が
青
梅

　
全
体
に
か
か
る
よ
う
に
し
な
が
ら
少
し
煮
つ
め
る
。

⑤
煮
つ
ま
っ
た
ら
ビ
ン
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
で
保
存
し

　
ま
す
。
冷
や
し
て
お
茶
請
け
に
い
か
が
で
す
か
。

★
杉
谷
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
ア
ド
バ
イ
ス

・
梅
を
煮
る
と
き
は
弱
火
で
煮
ま
し
ょ
う
。
煮
立
て

る
と
す
ぐ
皮
が
む
け
て
し
ま
い
ま
す
。

・
梅
は
／
個
ず
つ
す
く
い
取
っ
て
鍋
に
移
し
ま
し
ょ

う
。
ま
と
め
て
す
く
う
と
皮
が
む
け
て
し
ま
い
ま

す
。

こ
ぶ
し
会

杉
谷
ミ
サ
さ
ん
（
荒
屋
）

◆
「
青
梅
の
は
ち
み
つ
煮
」

　
に
つ
い
て
一
言

　
毎
年
「
梅
の
か
り
か
り
漬
」
を
作

っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
食
べ
な

く
な
っ
た
の
で
煮
梅
に
し
て
み
ま
し

た
。　

さ
わ
や
か
な
酸
味
で
い
く
つ
で
も

食
べ
ら
れ
ま
す
。
煮
汁
を
冷
や
し
て
、

水
で
薄
め
て
飲
ん
で
も
お
い
し
い
で

す
よ
。

◆
「
青
梅
の
は
ち
み
つ
煮
」

　
の
材
料

・
青
　
梅
…
－
…
…
…
－
5
0
0
g

・
は
ち
み
つ

…
…
…
…
ー
カ
ッ
プ
（
2
9
0
9
）

》
さ
わ
や
か
な
酸
味
が
口
に
広
が
り
、

　
い
く
つ
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す

平成12年5月の入札結果
工　　　事　　　名 場　　所 工　事　費 講　負　業　者

特定環境保全公共下水道路面本復旧工事（第12－1号） 芋　　川 4，200，000円 上越舗道株式会社
特定環境保全公共下水道路面本復旧工事（第12－2号） 高道山 15，015，000円 中野建設工業株式会社

特定環境保全公共下水道路面本復旧工事（第12－4号） 宮　　中 5，250，000円 中野建設工業株式会社
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◆記念グッス製作に参画しませんか

大地の芸術祭には、地域内外から多くの来訪客が訪れます。事業

と結びつけた記念グッズを開発して、商業活動を展開する絶好の機

会です。参考にしていただくため、こへび隊のグッズチームがボラ，

ンティアでTシャツやバンダナ、キーホルダーなどの商晶デザイン

を用意しています。ぜひ、多くの方々から記念グッズ作りに参画を1堅

お願いします。作られたグッズは、トリエンナーレセンターで販売、

することもできますので、事務局までご相談ください。

◆ロゴマーク使用は届出が必要です

実行委員会で作成したロゴマーク（へびの輪、Tの字、アートト1

リエンナーレのロゴ文字）を包装紙等に利用する場合は無料ですが、Ii

営利に利用する場合は5％の手数料が必要です。（両方とも実行委員1

会に届出が必要）

◆キャラクターの使用等は協議が必要です
へびやクマなど、今までポスター等に使用したキヤラクターやアi

一ティストの作品デザインなどを使用したグッズを作る場合は、実・．

行委員会に屈出て著作権者との協議が必要になります。

◆アートトリエンナーレセンター受託販売
各市町村に設置するトリエンナーレセンターに委託して商品を販

売する場合は、20％の手数料が必要です。

　　　　　　　　　　；吸・・顎一臼F臼

　饗
創
．
ラ
繋
、
、
信
＠
“

　
5
月
の
連
休
に
、
こ
へ
び
隊
の
若
　
　
声
を
出
し
な
が
ら
楽
し
く
行
な
わ
れ

者
が
き
も
の
祭
り
に
参
加
し
、
大
地
　
　
ま
し
た
。
大
地
の
芸
術
祭
開
幕
も
間

の
芸
術
祭
の
P
R
に
一
役
買
い
ま
し
　
　
近
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
一
人
ひ
と

た
。
ま
た
、
7
月
3
0
日
に
開
催
さ
れ
　
　
り
が
作
品
の
制
作
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

る
「
大
地
交
響
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
　
　
に
係
わ
り
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
芸
術

に
向
け
た
声
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ワ
　
　
祭
に
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

i
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
ヨ
ー
。
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
　
　
サ
ぷ
ー
ト
隊
名
称
募
集

声
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
活
躍
中
の
　
　
　
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
チ
ー
ム
で
は
、

天
鼓
さ
ん
を
招
き
、
圏
域
内
の
合
唱
　
　
チ
ー
ム
の
名
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
な
ど
5
0
名
が
参
加
し
、
大
　
　
名
称
及
び
理
由
を
添
え
て
、
6
月
2
0

◆
運
営
本
部
が
移
転
し
ま
し
た

　
大
地
の
芸
術
祭
運
営
本
部
が
ク
ロ

ス
ー
0
近
く
の
旧
十
日
町
シ
ル
ク
に
5

月
1
1
日
よ
り
移
転
し
ま
し
た
。
大
地

の
芸
術
祭
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
ん

ど
ん
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

盈
5
7
－
2
6
3
7
・
2
6
4
8

十
日
町
市
字
宇
都
宮
71

日
ま
で
に
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員

会
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
採
用

さ
れ
た
方
に
は
川
西
町
松
葉
荘
ペ
ア

宿
泊
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

作
品
紹
介

◆
「
米
が
実
る
山
の
5
つ
の
彫
刻
」

　
ロ
シ
ア
の
現
代
ア
ー
ト
作
家
イ
リ

ヤ
＆
エ
ミ
リ
ア
・
カ
バ
コ
フ
さ
ん
が
、

現
在
、
松
代
駅
か
ら
見
え
る
山
の
斜

面
に
5
つ
の
農
作
業
の
レ
リ
ー
フ
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
緑
の
中
に
青
と

黄
色
の
レ
リ
ー
フ
が
と
て
も
目
立
ち
、

一
昔
前
の
農
作
業
風
景
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

◆一緒に犬地の芸術祭を成功させ劃鋤

　　　　　　大地の芸術祭地元サポートチーム

　r芸術祭のなにか

に係わってみたい」

自分の持っている語

謙蕊1罎懸麟
　　　　　　　　　繕㌘肝灘畿懸人と交流したい、こ　　雛　，．鱗．灘

へび隊の協力をしたい、自分にできることを見つけたい……。

そんな人たちの集まりがこのサポートチームです。私達は、

地域への芸術祭情報の発信、作家来日スケジュールの把握．

ワークショップの準備運営、通訳補助、イベントの準備運

営、芸術祭東京事務局サポートチームrこへび隊」との連

携活動などを中心に動いています。芸術は分からなくても

良いし、誰でも入れるので、ぜひ、たくさんの人に仲間に

加わって頂き、大地の芸術祭を成功させたいと思っていま

す。サポート内容の詳細は、大地の芸術祭運営本部で一覧

できるようになっていますので、まずはお気軽にお立ち寄

りください。

◆川と生きる
中里村堀之内　徳井芳隆さん

　宮中島に温泉ができ￥2

回のほ場整備事業で美田に

生まれ変わったこの地が．

昔川であったなど誰も考え

てみなかった。大地の芸術

祭でr川はどこへ行った」

の話を聞いて、rそうなんだ、　　　　　　　黛

昔は信濃川の本流であった」　　　　　　韮鐵

と聞いたことを思い出した。実際その頃のことを見て覚え

ている人は明治生まれの人達しかいないでしょう。もしそ
1
の
川 の流れが復元できれば素晴らしいことだと感動しまし

た。磯部先生に初めてお会いし作品の構想を聞いて、その

考え方の大きさにびっくりさせられました。早速関係者に

声をかけ趣旨説明をいただき．皆さんの賛同を得ることが

できてよかったと感謝しています。これから地権者の皆様

からご理解とご協力をいただけるよう努力したいと思いま

す。地元の子どもたちが見て、21世紀に語り続けてほしい

と思います。

7 広報なかさと　　平成12年6月10日
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味
が
良
く
安
全
で
、
し
か
も
低
価

格
の
米
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
目
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
大
変
な
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
さ
ん
は
、
前
向
き
な
考
え
方
で

良
質
米
作
り
に
は
り
き
っ
て
い
る
富

井
ノ
リ
子
さ
ん
で
す
。

　
今
年
も
ま
た
主
人
と
二
人
三
脚
で

水
稲
専
業
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

農
協
や
普
及
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
を

始
め
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
な

ど
沢
山
の
方
々
の
助
言
を
頂
き
な
が

ら
無
我
夢
中
で
稲
作
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
不
耕
起

栽
培
、
そ
し
て
健
苗
作
り
作
業
の
効

率
化
も
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
何
れ

も
そ
れ
な
り
の
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
様
な
気
が
し
ま
す
。
な
か
な
か
1

0
0
％
満
足
ま
で
に
は
行
き
ま
せ
ん

が
何
と
か
工
夫
し
な
が
ら
1
0
0
％

に
近
い
数
字
に
持
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
一
番
の
悩
み
と
い
う
と
、
何
と

い
っ
て
も
生
産
調
整
問
題
で
す
。
作

付
3
0
％
カ
ッ
ト
と
な
る
と
、
所
得
は

半
分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
米
の
価
格
は
年
々
下
が

り
、
消
費
者
の
米
の
買
い
方
も
変
わ

っ
て
、
よ
り
安
く
・
味
良
く
・
安
全

米
と
、
こ
の
三
つ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
今
日
で
す
。
以
前
、
米
農
家
は
と

て
も
安
定
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
非
常
に
内
容
が
厳
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
も
っ
と

も
つ
と
勉
強
し
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

毎
年
簡
単
な
目
標
を

作
っ
て
、
一
年
間
の
　
　
・
　
㎜
磁
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

作
業
を
行
な
っ
て
い
　
　
、
　
・
．
雛

ま
す
。
今
年
の
目
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹

は
、
完
全
無
農
薬
・

無
化
学
肥
料
に
よ
る

安
全
米
を
生
産
す
る
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺

こ
と
で
す
。
こ
れ
は

昨
年
少
し
だ
け
試
作

し
て
み
た
所
、
あ
る

程
度
の
手
ご
た
え
が

感
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

で
も
残
念
な
こ
と
に
、

収
量
が
反
当
り
7
俵

半
と
少
な
か
っ
た
た

め
、
せ
め
て
反
当
り

8
～
9
俵
の
間
に
持

っ
て
行
き
た
い
と
思

い
、
先
生
に
指
導
し

驚

難

て
頂
い
て
い
ま
す
。
簡
単
に
説
明
す

る
と
、
米
ヌ
カ
と
麦
と
大
豆
と
油
カ

ス
を
配
合
し
、
ペ
レ
ッ
ト
状
に
し
た

も
の
を
田
植
後
一
週
間
以
内
に
全
面

散
布
し
ま
す
。
肥
料
は
こ
れ
だ
け
な

の
で
す
が
、
先
生
の
指
導
に
よ
る
と

初
期
成
育
が
劣
る
分
、
一
株
の
本
数

が
少
な
く
な
る
の
で
途
中
油
カ
ス
追

肥
を
少
々
行
な
う
と
良
い
と
の
こ
と

で
す
。
も
ち
ろ
ん
除
草
剤
は
使
用
し

ま
せ
ん
。
昨
年
こ
れ
と
同
じ
方
法
で

栽
培
し
た
方
で
、
長
野
県
の
A
氏
は

反
当
1
0
俵
収
穫
し
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
私
共
も
そ
れ
に
負
け
な
い
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遡
鞍
劉

〉
ご
主
人
と
二
人
三
脚
で
頑
張
っ
て
い
ま
す

黙
雛

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
消
費
者
の
2
～
3
人
の
方

に
こ
の
米
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

安
定
す
れ
ば
経
費
も
少
し
は
下
げ
ら

れ
る
し
、
価
格
の
面
に
お
い
て
も
普

通
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、

今
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
は
本

当
に
大
変
な
時
代
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
を
前
向
き
な
考
え
方
で
進

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど

う
か
皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

O
O
O
O
O
O
O
口
O
O
O
O
O
O
O
旧
口
臼
O
口
P
O
O
O
O
臼
【
】
O
O
O
O
O
口
O
O
【
】
O
O
O
O
O
目
O
O
O
【
】
日
O
O
【
】
口
O
O
O
口
O
O
O
目
O
O
O
目

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㈱
光
を
彰
つ
と
消
費
し
ま
し
ょ
う
7
・
㈱

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

【
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

目。

　
農
作
業
が
忙
じ
く
な
る
こ
れ
が
ら
、

ロ

㎜
お
か
ず
作
り
も
大
変
で
す
の
で
”
炊

ロ。。

き
込
み
ご
飯
”
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

ロσ。

か
？

ロ

脚
牛
肉
と
偲
薫
の

㈱
　
　
　
懸
き
込
み
ε
籔

盟。。

◆
作
り
方

oo。。

①
米
は
炊
く
3
0
分
～
1
時
間
前
に
と

　。。

ぎ
、
普
通
の
水
加
減
で
漫
し
て
お
く
。

ロq。

ご
ぽ
う
は
細
い
さ
さ
が
き
、
レ
ン
コ

ロ。目

ン
は
皮
を
む
き
縦
に
6
～
8
等
分
し

　

皿
て
薄
切
り
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
酢
水
（
水

　

㎜
3
カ
ッ
プ
に
対
し
て
酢
大
さ
じ
4
／

　

㎜
2
程
度
）
に
5
～
栂
分
さ
ら
す
。

ロ

㎝
②
ま
い
た
け
を
食
べ
や
す
い
大
き
さ

ロ。。

に
、
赤
唐
辛
子
は
ぬ
る
ま
湯
で
も
ど

ロq。

し
、
へ
た
と
種
を
除
い
て
小
口
切
り

ロ

皿
に
、
牛
肉
は
幅
1
～
2
㎝
に
切
る
。

ロ皿目

ご
ぼ
う
と
レ
ン
コ
ン
は
ざ
る
に
上
げ
、

ロ。。

水
気
を
切
る
。

ゆ。Ω

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ

　

㎜
1
を
強
火
で
熱
し
、
牛
肉
を
色
が
変

　。。

わ
る
ま
で
妙
め
る
。
ご
ぼ
う
、
レ
ン

ほ。。

コ
ン
、
ま
い
た
け
、
赤
唐
辛
子
を
加

O

え
、
し
ん
な
り
し
て
き
た
ら
市
販
の
閃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

だ
し
つ
ゆ
大
さ
じ
ー
を
ふ
り
入
れ
て
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

妙
め
合
わ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

④
米
に
市
販
の
だ
し
つ
ゆ
大
さ
じ
3
．
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

酒
大
さ
じ
2
、
塩
小
さ
じ
ー
／
2
を
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

加
え
て
混
ぜ
、
妙
め
た
具
を
の
せ
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

普
通
に
炊
く
。
炊
き
上
が
っ
た
ら
、
　
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

混
ぜ
合
わ
せ
て
器
に
盛
り
、
万
能
ね
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ぎ
の
小
口
切
り
を
散
ら
す
。
好
み
で
肥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

白
い
り
ご
ま
を
ふ
っ
て
い
た
だ
く
。
　
㎝
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翻
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翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
牛
こ
ま
切
れ
肉
…
…
…
1
5
0
9
督
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
ご
ぽ
う
…
…
…
1
本
（
1
5
0
9
）
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
レ
ン
コ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
…
…
…
1
／
2
節
（
確
5
0
9
）
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

・
ま
い
た
け
…
…
…
…
…
ー
パ
ッ
ク
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
赤
唐
辛
子
…
…
…
…
…
1
～
2
本
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
市
販
の
だ
し
つ
ゆ
濃
縮
2
倍
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
大
さ
じ
4
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
万
能
ね
ぎ
…
…
…
…
…
…
・
・
適
宜
。
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

・
白
い
り
ご
ま
ゼ
…
…
…
…
…
：
適
宜
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
酢
、
サ
ラ
ダ
油
、
酒
、
塩
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

O
O
O
O
麟
O
O
躊
O
【
】
【
】
躊
眼
薩
【
】
O
【
】
O
O
O
【
】
O
a
【
】
【
】
O
【
】
躊
腰
O
睦
【
】
【
】
霞
O
O
【
】
【
】
O
【
】
【
】
O
【
】
O
【
】
【
】
【
】
O
O
O
O
【
】
巳
O
O
【
】
巳
【
】
【
】
O
【
】
【
】
O



■

・衆議院議員総選挙
　　　　｛小選挙区・比例代表｝

・最高裁判所

　　裁判官国民審査

◆投票時間

投票できる時間は午前7時から午後8時までです。ただし、

投票所によっては閉鎖時間を繰り上げる所もありますので、

ご注意ください。

投　票　所 会　　　場 投　票　時　間

第1投票所 中里村総合センター 午前7時～午後8時

第2投票所 高　道　山　小　学　校 午前7時～午後8時

第3投票所 東田尻集落開発センター 午前7時～午後7時

第4投票所 清　津　峡　小　学　校 午前7時～午後6時

第5投票所 旧清津峡小学校土倉分校 午前7時～午後6時

第6投票所 倉俣集落開発センター 午前7時～午後8時

第7投票所 重地構造改善センター 午前7時～午後7時

第8投票所 田代生活改善センター 午前7時～午後6時

第9投票所 本屋敷集会所 午前7時～午後8時

第10投票所 宮中集落開発センター 午前7時～午後8時

第11投票所 東田沢構造改善センター 午前7時～午後7時

第12投票所 市之越農作業休養施設 午前7時～午後7時

第13投票所 新里集落センター 午前7時～午後7時

第14投票所 清田山集会センター 午前7時～午後6時

◆候補者の名前ははっきりと

せっかく投票しても書いた字がわ

からないために無効となることがあ

りますので、候補者の名前ははっき

り書いてください。

◆身体不自由なため自分で投、

票用紙に書けない人は、投票

所で係員に申し出れば代理投

票の補助者から代筆してもら
えます。

投票の秘密は守られますので、安

心して申し出ください。

◆投票時間・期間

投票できる時間は、6月13日（火）か

ら6月24日（土）の午前8時30分から午

後8時までです。

◆入場券をお忘れなく

入場券が届かなかったり、入場券を無くした場合でも、選

挙権があり選挙人名簿に登載されている人は投票できますの

で、投票所で係員に申し出ください。

◆投票場所

役場敷地内にプレハブを設置し、

1階で不在者投票ができるよううに

なります。

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

学
校
崩
壊
　
　
　
　
　
　
川
上
亮
一

白
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
仁
成

く
っ
す
ん
大
黒
　
　
　
　
町
田
　
康

世
紀
末
思
い
出
し
笑
い
　
林
真
理
子

長
い
旅
の
途
上
　
　
　
　
星
野
道
夫

告
知
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
沢
健
一

エ
イ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
重
松
清

永
遠
の
仔
　
上
・
下
　
　
天
童
荒
太

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
　
　
　
林
真
理
子

社
長
物
語
　
　
　
　
　
薄
井
ゆ
う
じ

天
の
瞳
　
少
年
編
1
　
灰
谷
健
次
郎

や
わ
ら
か
な
針
　
　
　
　
桐
生
典
子

陽
炎
の
。
　
　
　
　
　
　
藤
沢
周

機
長
の
一
万
日
　
　
　
田
口
美
貴
夫

ゆ
う
だ
ち
の
森
　
い
わ
む
ら
か
ず
お

愛
の
シ
ッ
タ
カ
ブ
ッ
タ
　
小
泉
吉
宏

卑
弥
呼
の
正
体
　
　
　
遠
山
美
都
男

赤
穂
落
城
　
　
　
　
　
　
童
門
冬
二

新
潟
県
の
百
年
と
民
衆

越
後
上
杉
氏
の
研
究

に
い
が
た
水
と
緑
の
散
歩
道

虐
待
　
　
　
　
　
　
　
　
保
坂
渉

す
ば
る
が
見
た
大
宇
宙
　
沼
澤
茂
美

脳
死
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷
弘

空
想
科
学
読
本
　
　
　
柳
田
理
科
雄

火
花
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
文
彦

良
寛
の
名
詩
選
　
　
　
　
谷
川
敏
朗

三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
恋
占
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎

黄
金
の
石
橋
　
　
　
　
　
内
田
康
夫

新
・
雪
国
　
　
　
　
　
笹
倉
明

9 広報なかさ’と　　平成／2年6月／0日



圃園囲囲

税
務
職
景

（
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務
太
馨
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轟
難
募
集

◆
受
験
資
格

　
昭
和
5
5
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
8
年

4
月
1
日
生
れ
の
者

◆
試
験
の
程
度

　
高
等
学
校
卒
業
程
度

◆
申
込
受
付
期
間

　
6
月
2
1
日
困
～
2
8
日
困

◆
申
込
先

　
人
事
院
関
東
事
務
局

　
〒
3
3
8
1
0
0
0
1
　
埼
玉
県

　
与
野
市
大
字
上
落
合
2
番
地
1
1

　
B
O
4
8
1
7
4
0
1
2
0
0
7

◆
試
験
目
と
試
験
種
目

・
第
1
次
試
験

　
　
9
月
3
日
旧

　
　
教
養
試
験
（
多
枝
選
択
式
）
、
適

　
　
性
試
験
及
び
作
文
試
験

・
第
2
次
試
験

　
　
1
0
月
1
2
日
困
～
1
9
日
困
ま
で
の

　
　
指
定
す
る
日

　
　
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

◆
合
格
発
表

・
第
1
次
試
験
　
1
0
月
6
日
樹

・
第
2
次
試
験
　
η
月
9
日
㈲

◆
申
込
書
の
請
求
先
・
問
合
せ
先

　
十
日
町
税
務
署
　
総
務
課

　
盈
5
2
1
3
1
8
1

防
火
筥
理
者
講
習
会

◆
日
時

　
7
月
6
日
困
～
7
日
樹

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

　
（
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
受
付
）

◆
場
所
　
十
日
町
市
　
ク
ロ
ス
ー
0

◆
申
込
み
期
間

　
6
月
1
2
日
㈲
～
3
0
日
樹

◆
申
込
み
方
法

　
受
講
料
3
、
2
0
0
円
と
上
半
身

の
写
真
（
横
3
㎝
縦
5
㎝
）
1
枚
を

添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

・
十
日
町
地
域
消
防
署
南
分
署

　
盈
6
5
－
2
4
8
0
　
ま
た
は
、

　
十
日
町
地
域
消
防
署
予
防
課

　
盈
5
7
－
0
1
1
9

作
画
魏
繋
繋
葺
ル

　
　
　
　
　
　
　
作
晶
募
集

～
6
月
は
「
ま
萄
参
叢
繊
爲
間
」
～

◆
テ
ー
マ

　
「
こ
ん
な
ま
ち
に
住
み
た
い
な
」

◆
対
象
者

　
県
内
在
住
の
小
学
生
。
共
同
制
作

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◆
用
具

　
使
用
す
る
用
具
は
自
由
で
す
。
版

画
・
は
り
絵
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◆
作
品
寸
法

　
37
㎝
×
54
㎝
（
四
つ
切
）

◆
応
募
方
法

　
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、
学
校

名
、
学
年
、
学
校
の
住
所
（
郵
便
番

号
、
電
話
番
号
）
、
担
任
の
先
生
の
氏

範誘繍の畦繹
保坂飛呂くん（・歳）⑰
洋介・里美さん夫妻の長男（芋沢）

ボールを蹴って遊ぶのが大好きな

飛呂くん。／歳の誕生日にお父さん

とお母さんからサッカーボールをプ

レゼントしてもらいました。歩くの

はまだちょっと下手だけど、手をつ

ないでもらいながらボール蹴りに夢

中になっています。また、障子戸を

開けたりすることも好きです力叉時々

指を挟んで泣いてしまいます。

ボール蹴りの大好きな飛呂くんへ．

お父さんお母さんカ」ら一言。r目指せ

田
田
田
∪
0
田
臼
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

名
、
作
品
の
題
名
、
絵
の
簡
単
な
説

明
文
（
1
0
0
字
程
度
）
を
記
入
し

た
用
紙
を
作
品
の
裏
側
右
肩
に
貼
付

し
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
は
折
っ
た
り
丸
め
た
り
せ
ず
、

　
当
て
紙
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切
　
9
月
侶
日
㈲

◆
表
彰

　
低
学
年
の
部
・
高
学
年
の
部
に
分

け
、
最
優
秀
賞
各
1
点
、
優
秀
賞
各

2
点
、
佳
作
各
5
点
の
知
事
表
彰
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
新
潟
県
土
木
部
都
市
整
備
局
都
市

　
計
画
課
都
市
政
策
班

田
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
団
国

　
〒
9
5
0
－
8
5
7
0
　
新
潟
市

　
新
光
町
4
番
地
1

　
盈
0
2
5
i
2
8
5
－
5
5
1
1

　
内
線
3
3
3
2

特
設
幽
権
懸
談
漸
開
設

◆
目
時

　
6
月
1
6
日
樹

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
場
所

　
中
里
村
デ
ィ
ザ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
担
当
者

　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
（
濱

野
孝
司
・
齋
喜
正
甫
）

旬
o
翻
9
ω
o
翻
0
1
〕
創
豹
9
8
0
0
愈
8
9
9
引
翻
蓼
翻
組
9
0
∩

｛
　
謬
濃
後
－6
翻
、
翫
塩

　
　
離
縫
離
．
　
　
第
第
欝

日『
瞳
⑬
礁
膣
o
o
o
o
o
o
g
纏
礁
纏
礁
礁
o
o
o
o
巴
o
o
⑬
∩

名
、
作
品
の
題
名
、
絵
の
簡
単
な
説
　
　
　
〒
9
5
0
－
8
5
『

明
文
（
1
0
0
字
程
度
）
を
記
入
し
　
　
　
新
光
町
4
番
地
1

た
用
紙
を
作
品
の
裏
側
右
肩
に
貼
付
　
　
　
盈
0
2
5
i
2
8
［

し
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
3
3
3
2

※
鼎
離
哲
繭
贈
茎
、
特
設
経
想

◆
応
募
締
切
　
9
月
侶
日
㈲
　
　
　
　
　
◆
目
時

・毅難雛 毅
、 鐙後

対象年齢 3歳未満

義務教育就学前（6歳到
達後最初の年度末）

※平成6年4月2日以後
　に生れた児童

手当月額
第1子・2子　5，000円

第3子以降　　10，000円

第1子・2子　5，000円

第3子以降　　10，000円

支払時期 2月・6月・10月 2月・6月・10月

7纏　　　　　　　　　　　　　　　OO　纏　・児童手当を現在受けている方⇒現況屈と額改定請求書を提出　　8

　纏　・児童手当を現在受けていない方⇒認定請求書を提出　　　　　　0
新瞳◆その他詳しい手続き方法は藁広報なかさとお知らせ版（6月号）0

潟1　　　　　　　　　　　　　　　創市1　に掲載しますのでご覧ください・　　　　　　　　創
　』∈∋∈∋∈∋e∋9∈∋鰹∋∈∋∈∋白∈∋∈1∋∈9∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋已∈∋∈∋∈∋∈∋∈∋∈9∈∋働』

10
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鈴
井
小
大

富井サダ（89）如来寺
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

今月の納税と振賛圏
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日
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日
圏
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⑧
◎
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緯
国
保
国
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2
0
0
V
体
験
ク
ッ
キ

ン
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教
室

◆
日
時

　
6
月
3
0
日
囲

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時

◆
内
容

　
「
イ
タ
リ
ア
ン
ピ
ザ
教
室
」

・
シ
ー
フ
ー
ド
ピ
ザ

・
い
ち
ご
の
冷
ゼ
リ
ー
　
ほ
か

◆
場
所

　
東
北
電
力
㈱
　
十
日
町
営
業
所

ク
ツ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
え
ぷ
ろ
ん
」

◆
募
集
定
ロ
貝
　
1
8
名

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
　
十
日
町
営
業
所

　
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
i

　
　
　
　
　
　
B
5
2
1
3
1
0
7

☆対象事業

①事例調査・技術習得事業

地域づくり、観光開発推進、特産品開発、専門技術研修、各種団体活

動研修、国際交流研修

②講演会の開催

③同名市町村友好交流事業

☆補助対象経費

謝金、旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、会議費、借上料

☆補助率

①事例調査・技術習得事業一…補助対象経費の50％以内

※ただし、国内研修5万円、海外研修20万円を限度

②講　演　会　の　開　催…・…補助対象経費の70％以内

③同盟市町村友好交流事業・・……補助対象経費の80％以内

嚢遍彗載の信報
鰹i鐵i灘簿難灘総翻蒸懸畿藝

●交通事故件数

●死　　者

15件

●傷　　者

O人

●死亡事故ゼロ

20人

319日
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　赤十字敦急法敦憩員葵成講習会一「

日　時7月1日仕）・2日（日）・8日仕）・9日（日）

　　　午前9時30分～午後5時30分
会場十日町勤労者総合福祉センター「サンクロス」

講習内容　蘇生法、包帯法、止血法、運搬法等の理論と実技

参加資格　満15歳以上の方で、講習の全日程（4日間）に参加

　　　できる方
定員30名（定員になり次第締切り）
参加料2，000円（テキスト、教材代）

申込み方法　6月19日（月）までに申込書を送付（FA×可）

，申込み・問合せ先

〒948－0085　十日町市西寺町　日本赤十字社十日町市地区

盈50－5010　FAX52－7020（担当：長野）

堀之内町では珂鵜員を募築し’‘います

募集職種・人員・資格要件　，

・看護婦（士）　9名

　年齢がおおむね40歳未満で看護婦免許所有者

・理学療法士　　2名

　年齢が満35歳未満の理学療法士免許所有者

※免許保有者は平成12年度に資格取得見込者も含む、看護婦は

夜勤等の交替勤務があります。

採用日平成13年4月1日
試験等　面接試験、健康診断

応募方法　所定の受験申込書に必要事項を記入し提出。

応募締切F6月30日囲

※試験日は応募者に後日連絡。給与等は町条例等の規定による。

申込み・問合せ先

北魚沼郡堀之内町役場総務課庶務係

　　　　　　　　　BO2579－4－2111

＝6／11

）
椰

川西診療所
　B68－2034
　（川西町）

6／25
第二藤巻医院
　E68－2018
　（川西町）

津南病院
　盈65－3161
　（津南町）

7／2

大熊内科医院
　盈52－7066
　（十日町市）

陵6／18
①山口医院
　盈52－2174
　（十日町市）

中条病院
　盈57－3018
　（十日町市）
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。

　6月15日～7月5目
　　　　　ぐカレンター

日本脳炎　合保健センター

15休） （D14二〇〇～14：30受付

郷士歴史教室　合総合センター
∈i）19二30～21：30

1歳半児健診　合保健センター

16囲
∈）13二〇〇～13：30受付

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
セ：ンター　013：30～16：00

17（土） ミュージック・プラネ　合ユーモール
（！）19：30～

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
一ノし　　（工）11：00～11：40

中越スポーツフェスティバル　合村民体育
館　（D9：00～

19（月）

遊びの教室　合総合センター
20（火） 09：30～10二〇〇受付

なかさとトキメキ大学　合ユーモール
⊂…）19二30～21二30

妊婦歯科健診・母親学級　合保健センター

21㈱
（D13二〇〇～13二30受付

補聴器相談（リオン）　合役場
（D13二45～／4：00

22休） 麻しん　合（財上村病院小児科外来
014：00～14：30受付

心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス

23囲
tzンター　（D13二30～16二〇〇
行政相談　合老人福祉センター
∈）13二30～16二〇〇

24（±）

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民
審査投票目
ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
一ノレ　　（！）11二〇〇～11二40

26（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場
（D15二30～16：00

目本脳炎　合保健センター
044二〇〇～14二30受付

27（火） 乳がん検診　合（財上村病院外科
（D13：30～14二〇〇受付

パソコン教室　合中里中学校
（D19：30～21二30

28㈱ 自然ふれあい教室　合西田尻
（！）19：30～21二〇〇

麻しん　合（財上村病院小児科外来

29休） （D14二〇〇～14二30受付

乳がん検診　合（財上村病院外科
（D43二30～14二〇〇受付

心配ごと相談（樋□虎治郎）合ディサービ…

30囲
スセンター　（！）13二30～16：00

パソコン教室　合中里中学校
（D19：30～21：30

1（±：）

乳幼児身体測定　合保健センター
（！i）9：30～11：00　『

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ、
一ノし　　（D11二〇〇～11：40

3（月） 子宮がん検診・乳がん検診　合たかき医院
014二〇〇～16：30受付

4（火） パソコン教室　合中里中学校
∈）19：30～21二30

三種混合　合保健センター

5㈱ 014二〇〇～14：30受付
補聴器相談（リオン）　合役場
（D13二45～14：00

　　　5月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，275人（一2）

　　　女3，278人（十2）
　　　計6，553人（±O）
●世帯数　　　　1，707　（一2）
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